
c7月

人口 212，汚3人

t量殺 517投手葬
(5辞ド8月1日現在〉

生
曹
が
い
講
義
湿
の
拠
点
と
も
な
る
福
祉
金
館
前
庭
守
は
、
毎
日
議
し
い
ゲ
j
ト
ポ
i
ん
が
持
わ
れ
て
い
る

マ
ヂ
高
年
齢
由
方
々
に
働
三
湯
量
提
供
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
往
き
が
い
を
認
め
£
吉
と
い
う
白
的
で
、
平
車
市
ム

マ
に
「
生
き
が
わ
警
問
団
」
が
発
足
」
子
。
混
在
、
財
田
法
人
設
忠
仁
向
け
て
準
舗
を
急
い
で
お
D
、
七
月
ム

マ
二
十
一
日
か
ら
会
員
護
皇
室
昔
、
八
月
中
宗
主
著
開
始
す
る
予
定
で
ナ
。
高
齢
者
の
潔
い
ム

マ
鐙
緩
や
技
能
検
役
立
で
て
い
た
戸
ど
と
と
は
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
非
常
に
有
議
議
な
こ
と
で
す
。
市
民
ム

マ
白
み
な
辛
ん
に
醤
ば
れ
ゐ
事
業
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
色
協
力
歩
お
願
い
し
ま
す
。
ム

③
完
成
接
確
認
し
、
発
注
者
か
ら
事
業

開
凶
へ
請
負
金
額
(
五
M
m
の
手
数
棋
を
含

む
)
を
納
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。

①
事
業
部
は
、
仕
事
の
実
舗
に
応
じ
、

金
属
へ
配
分
金
を
支
払
い
ま
す
。

①
事
業
臼
で
行
一
う
仕
事
は
、
丘
震
の
よ

う
な
も
の
に
な
る
と
思
わ
九
ま
す
。

職
種
に
応
じ
て
、
あ
ら
か
じ
め
時
給

ま
た
は
呂
吟
L
よ
D
定
め
て
お
き
、
就

労
し
た
任
語
習
に
よ
り
一
か
月
。
と
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

た
。
し
か
し
、
家
庭
内
に
乙
も
っ
た
だ
醐
く
乙
と
に
よ
っ
て
生
き
が
い
を
高
め

け
町
生
活
で
は
、
満
た
さ
れ
な
い
も
の
た
い
、
と
の
窓
向
が
強
い
も
の
と
雪
A

1

日
目
謬
〈

i
J
J£
川

が

あ

る

こ

と

も

事

実

で

す

ロ

ら

れ

ま

す

。

~

刊

、

著

涼

と

、

護

活

一

~

輯
く
産
品
凱
を
お
持
ち
む
縫
援
な
高
齢
趨
味
を
生
か
さ
れ
る
ζ
と
は
も
レ
タ
七
二
日

J
4

川

戸

時
十
官
訪
日
持
科
医
片
山
時
四
十
山
内
誌
v

門
職
機
器
機
器
叫
に
即
時
日
仏
日
開
問

費
江
を
負
い
ま
す
。

も
、
な
か
な
か
そ
由
痛
い
が
満
た
さ
れ
な
開
は
掛
聞
き
た
い
と
考
え
、
b
れ
る
乙
と
ま
た
二
月
に
は
市
内
の
民
間
事
業
所

発
注
者
と
会
員
レ
rめ
問
、
ま
た
、
事

な

い

の

が

調

状

で

す

。

は

治

黙

の

ζ
iと
で
す
。
一
一
昨
日
で
い
え
で
事
業
局
が
で
き
た
場
合
、
仕
事
者

観
〈
己
と
に
よ
っ
て
社
会
審
加
会
望
ば
、
投
会
参
加
由
機
会
を
元
需
さ
せ
て
箔
注
で
き
る
一
か
ど
う
か
を
鼠
問
J

ま
し
業
団
と
全
員
と
の
間
に
は
屋
南
関
係

女

装

〈

、

ιれ
ら
む
方
々
を
会
員
い
く
ζ
と
ζ
究
生
き
が
い
の
重
要
な
た
ら
、
百
十
五
社
か
ら
発
注
白
一
暑
は
あ
D
ま
せ
ん
。
号
ま
で
も
、
事
業

団
が
引
き
受
け
た
仕
事
を
、
事
業
回
出
会

と
し
て
事
業

g
p品
構
成
し
、
事
業
所
や
要
素
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
が
あ
る
と
回
答
す
持
て
い
ま
す
。

悼
と
し
主
完
成
さ
ぜ
主
い
き
ま
す
。

む
家
庭
か
ら
の
仕
事
の
注
文
に
応
じ
、
高
齢
化
社
会
由
選
む
現
在
、
同
」
j

本
人
発
注
さ
れ
る
仕
事
の
種
類
は
、
置
円

見付同町ローしが一日刊行制べ一託ト何時持訪日日目……組事雷、…

を
見
い
だ
す
機
会
と
崩
づ
く
り
を
し
て
読
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
、
社
会
の
責
任
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
発
注
、

い
ζ
う
と
す
る
も
の
空
ず
。
と
い
え
る
で
し
ょ
う
a

た
だ
け
を
う
で
す
。
む
事
業
問
は
、
就
労
す
る
呂
敷
ゃ
、
一
極

事
業
団
は
、
由
史
的
な
任
意
団
体
で
福
田
用
白
蛙
持
増
進
#
片
ば
か
り
た
い
」

f
J
J
一

~

日

月

一

定

の

収

入

を

需

ら

れ

る

よ

E
開
障

は
な
く
、
責
任
拍
車
化
を
は
か
る
意
「
経
験
や
能
力
者
生
か
し
た
い
」
~
~
均
一
お
も
影
町
民
主
。
も
め
で
は
あ
D
ま
せ
ん
。

味
か
ら
間
話
法
人
と
L
、

年

齢

六

十

揖

「

社

会

に

世

立

ち

た

い

」

科

剖

U

甲
山

h

U
一

聞

く

ζ
と
、
趣
味
を
生
か
す
こ
ム
と
、

川
上
の
妻
、
草
案
禁
ず
る
人
を
本
年
一
定
行
つ
手
ン
ケ
1

ト
①
ま
ず
、
重
所
、
号
室
か
ら
草
川
域
芸
事
警
尽
く
す
己
と
に
よ

会
員
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
す
。
で
、
事
業
問
に
参
加
し
た
い
と
望
ま
れ
白
主
文
を
受
ア
て
、
申
込
者
レ
ピ
品
事
業
部

d

て
、
高
齢
者
自
身
の
空
き
が
い
加
希

t

b

的
て
い
た
戸

f
cと
が
望
ま
し
い
と
怠

J

コj
z
j
t
j
J
L
Jふ
れ
日
た
高
齢
者
四
、
書
加
希
望
事
自
の
上
位
で
請
負
型
的
役
結
び
ま
す
。

叫
叫
時
世
相
脚
(
j

欄
問
機
事
一
F

九
日
一
一
一
位
が
ζ

の
お
答
え
で
し
た
。
事
業
聞
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
員
の
精
い
ま
す
。

同
庁
、
;
す
と
と
泊
三
、
河
川

V

乙
の

7
yヶ
i
ト
は
、
六
十
語
以
上
望
相
よ
ひ
能
力
に
よ
り
一
、
と
こ
え
ば
♂
や
が
て
発
足
す
る
「
問
団
法
人
平
塚

だ
れ
で
も
老

A
に
な
ぎ
と
重
苦
手
議
ま
で
の
方
、
一
千
人
に
対
し
般
作
業
、
技
能
、
事
務
等
由
選
議
品
市
生
き
が
い
事
業
団
弘
、
量
霊

所
ゃ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
と
理
解
と

て
通
る
ζ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
か
っ

τ行い
ま
し
た
が
、
事
業
団
へ
の
書
加
し
て
お
き
、
己
の
鐙
吃
仕
事
を
配
分
し

て
、
定
年
、
退
職
控
の
理
想
的
な
生
活
に
希
望
を
お
持
ち
の
方
は
、
回
答
者
ム
ハ
百
ま
す
。
む
協
力
を
得
て
、
確
か
な
支
を
し
較

は
、
「
悠
々
自
議
」
皇
葉
に
襲
警
士
一
人
中
二
百
十
一
二
人
、
一
ニ
十
回
八
雲
章
、
申
込
者
の
震
で
就
労
し
寸
叩
〈
己
主
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
欄

れ
る
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
軒
で
し
た
。

ζ
う
し
た

ιと
か
、
言
、
ま
す

0

1

哨J
 

⑧薬事量tilの主な佼葱

屡タも作美 除草、簡詩、大江、植木の手入

れなど.

麗内作業 花造台、包装など。

事務 あて名寄昔、毛筆、浄書など。

外交・謂査舞金・配達など。

控輯・教育機祖霊藍帯、学習指噂など。

智漂・皇室主見 守衛、意車管理など。

家庭援助 家事手伝い、留守番など。

⑧会員の登録方法

市内の60段以上の健康で働く意欲のある方
ならどなたでも。

所定の用紙に記入して、係員と面談してく

ださい。職種の帯望や技能などお屋書きして登

醸します。

⑧会主主登録の受け付け

7月21司から行います。福祉会館で受け付
けしますが、そのほかに下記のとおり出張受

け付けをします。な利用下さい。

[8 稜3

月白午前午後

7 ;-121日〈月〉農協旭支所 農協鳩支所

タ 22臼(:1¥)崇醤公民舘 富士見公民館

ク 23日げて〉須王室公民館 松原公.fi'$官

タ 24日く木〉花オ〈公民館 花水公民館

.9 258 (金)N番公民館 中原公民館

タ 26日仁士:)大野公長当官 大野公民館

.fr 28日〈月〉農協神罰支所横内団地集会
間

ミスセタコンテスト
6月22目、今寺田ミス七夕が決まった。モιで
ζの模様をノj、東啓戒さん(河内 24議〉と重量a晴
Eヨさん〈広111.23歳〉に収討していただいた。!iijjijjjj?i!!協議諜jjjjj



平
家
巾
議
会
六
月
定
例
会
は
、
六
月
一
一
百
一
開
会
さ
れ
、
諸
議
案
の
審
議
を
間
耐
え
、
十
四
日
開
閉
会
さ
れ
た
。
今
回

提
突
き
抗
友
議
集
は
、
市
功
労
者
翠
彰
条
例
の
一
部
改
正
や
工
事
請
負
契
約
、
一
般
会
許
補
正
予
算
(
果
樹
試
験

場
跡
地
利
用
め
謂
斎
時
賀
補
生
議
炉
い
事
業
短
へ
の
出
資
金
を
含
む
〉
な
ど
一
一
十
二
案
件
が
よ
糧
吉
ふ
れ
た
が
、
す
ベ

之
原
案
P
治
旦
可
決
事
れ
た
。
ま
た
、
最
終
討
に
、
功
労
者
自
費
彰
と
固
定
資
産
評
碕
員
の
選
任
に
つ
い
て
も
提

聾
さ
れ
た
が
原
案
ど
お
り
承
認
苦
れ
た
。
な
お
、
今
議
会
は
景
品
世
街
院
議
員
由
選
挙
を
ひ
か
え
て
い
た
た
め
、
発

言
時
間
が
い
つ
も
よ
り
♂
短
縮
苦
れ
、
会
官
程
十
二
臼
潤
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
議
会
と
な
っ
た
。

門
平
場
前
功
労
者
聾
一
塁
慌
の
改
定
}
一
(
株
)
横
摂
支
信
長
党
合
和
男
一
(
株
)
横
棋
支
宣
宜
慌
反
敬
郎

市
政
功
労
者
と
し
て
麓
金
の
聾
決
を
一
円
V
第
)
種
公
営
住
宅
新
築
工
事
(
建
築
)
一
円
v
城
島
小
学
校
校
舎
新
増
額
工
事

経
で
表
彰
す
る
規
定
の
う
ち
、
市
長
お
一
二
億
五
千
七
宮
万
円
安
藤
建
設
一
一
揖
〉
一
億
一
千
四
百
万
円
(
株
U

よ
ぴ
市
議
虫
諸
島
に
つ
い
て
は
、
そ
の

菱
曜
と
な
る
在
職
年
散
の
定
め
が
あ
る

が
、
国
の
親
勲
白
選
考
対
象
基
盤
等
を

勘
案
し
て
、
己
的
胆
相
、
市
長
白
聴
に
あ

っ
た
者
に
つ
い
て
、
功
労
者
喪
嘗
の
基

準
と
な
る
在
職
時
数
昔
、
現
行
白
八
年

以
上
を
四
年
以
上
に
改
思
し
よ
う
と
す

る
も
む
で
あ
る
。

内
工
事
務
員
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
}

い
ず
れ
も
当
初
予
算
に
お
い
て
措
置

し
た
事
業
で
あ
D
、
ζ
ζ
で
請
鼠
契
約

を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、
九
五
万
円
を

乙
え
@
も
の
に
つ
い
て
、
接
関
白
定
め

る
と
乙
ろ
に
し
た
が
い
議
告
白
議
決
在

京
め
た
も
の
で
あ
る
白

守
佼
称
市
内
品
琵
琶
車
両
一
少
年
自
家
薪
興
工

事
(
建
築
)
一
億
一
千
五
百
万
円

(
揖
)
寿
禽
総
理
締
役
社
長
今
井
棲

マ
平
境
問
出
岸
割
倍
野
掠
立
体
交
差
工
事

一
億
七
手
二
百
五
十
万
円
戸
沼
建
設

通
安
全
ζ
ど
も
自
転
車
神
車
川
大

会
」
が
、
六
月
二
十
九
日
昆
約
凸
伝

育
館
で
曲
聞
か
れ
た
。
平
富
市
代
賓
と

し
て
出
場
し
た
大
野
小
学
校
は
、
県

内
弱
地
伎
が
る
選
ぼ
れ
た
同
-
十
六
チ

ー
ム
と
競
い
、
見
事
俊
博
?υ
、
県
大

品
目
立
一
一
週
陸
軍
飾
っ
た
。

ζ

の
結
果
、
大
野
小
学
校
は
、
八

月
四
日
か
ら
東
京
体
育
館
で
一
関
か
れ

る
全
潟
大
虫
に
出
場
す
る
。

門
間
凶
品
目
部
}
敬
称
路

マ
俊
勝
大
野
公
夜
(
悶
量
彦
、

青
木
学
、
綾
都
知
子
、
金
松
隆
)
、

二
位
横
伝
大
門
必
学
校
、
一
一
一
位

中
井
小
学
校

円
相
山
人
の
部
〕

マ
俊
勝
青
木
孝
〈
大
野
小
)
、
一
一

子
供
た
ち
の
自
転
車
事
故
防
止
対
位
綾
部
和
子
(
大
野
小
)
、
一
一
…
位

粛
町
一
環
と

Lτ
行
っ
て
い
る
「
交
小
泉
疋
軒
(
大
和
市
草
抑
小
〉

交
通
災
害
共
済
で
助
け
合
う

埴
事
故
に
合
っ
か
わ
一
撃
伊
受
け
る
ζ
と
が
多
い
。

あ
り
、
ひ
と
た
ひ
事
一
こ
の
た
め
、
医
四
時
開
な
ど
の
救
簡
方
一

故
に
壱

Z本
人
の
み
な
ら
ず
、
法
と
し
て
、
自
動
車
損
埠
]
賠
償
責
任
保
一

φ
共
講
一
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故
一
役
所
、

白
方
々
の
家
庭
説
話
に
、
検
等
の
制
度
が
あ
る
が
、
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
、
一
白
公
民
館
へ
返
し
て
ほ
し
い
。

お
l
一

一

一

一

灼

線

二

九

三

O
A擢
法
樟
相
談
「
8
月
5
8
(火
〉
、

B
R
m四
日
ハ
火
〉

。
行
政
苦
構
相
談

F
U時
i
v四時

。
一
能
法
韓
相
談

8
月
7
日
〈
木
〉
、

8
丹
波
宮
〈
怒

予
約
制
(
竜
話
で
も
可
〉
、
お
時

i
叩四時

G
宅
地
建
物
相
談

7
R
m日
〈
火
〉
臼
時
f
M山時

予
約
制
(
電
話
で
主
可
〉

。
登
日
同
様
絞

8
月
8
日
(
金
)
刊
日
時
5
日
時

。
態
弔
哨
明
日
制

8
月
四
百
(
火
)
、

η出町
5
m詩

。
下
謂
敢
京
川
地
商
品
っ
せ
ん
栂
談

7
R口
百
〈
木
〉
刊
以
前
町
ぬ
分

ー
日
四
時

合
定
制
年
金
田
相
談

8
月
日
品
目
〈
木
〉

9
時
持
分
i
m時

。
一
般
市
民
指
紋
毎
週
月
水
木
金
剛
胆
自
、

9
時
T
お
持

。
消
費
生
活
指
談
毎
週
水
輔
自
、
活
時
j
話
時

。
輔
副
明
場
議
特
許
縮
談

S
舟
4
臼
〈
月
〉
m
N
時
j
t
N
時

ご利用を
務

少

年

明

耕

一

一

一

一

内

線

五

六

0

0
背
少
年
棺
桜
怪
臼

(
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市政を市民のみなさんとの共同作

品としていくため、みなさんの声を

市政に反映させています。市長への

手紙は、市民のみなさんの貴重な提

案や意見を、このはがきで積極的に

お寄せいただき、いつでもどこでも

市政に参加していただこうというも

のです。

。市長への手紙が置いてある場所は、次の

とおりです。

日柏会・町内会事務所、市立公民館、訳ピノレ

サーピスセ>'3<一、図欝館、福祉会館、市

民病院、市役所市民ホーノレ

あなたの声を市政に

市へご意見、ご要望、苦情などがあ

ったらお気軽にお出かけを。

担当広報課広樹昌治



総合体務大会の飽穫と会議

翼耳忽 金型轟

自月7臼、 14日 スポーツ広場

9月 7目、 14日 五議ク台高校倍

晋月7日 Jl，附台描宵鐙

雪月14日 江五島中学校

9月 7日、 148 スポ-y広揚

9月 7自 主持勢鼠射撃i語

9月 78 パ}ノレレーン

9月 78 大神軟式庭球場

9J'l7臼 昆J附台車:道場
9月 7日 平捧競輪場

自月148 島田町台昨脊鰐

9月148 9 

9月 7臼、 14臼スポ-y広場
9 J'l14臼 包耳鼻中学校

9月 78 湖南濃岸公開

9月7日 崇欝小学校

8月31日、望月14日 挑浜庭球場

9月14日 桃慣弓道場

こんなにかかる

本市の簡保被保険者にかかる診療状況の品箆をみて

みよう。援療費は毎年ふえ続けている。

。被保険者1人当た坦医療費

〈
読
む
。

③
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

え
や
す
い
物
り
あ
る
場
所
官
帯
設
な

毎
年
、
己
の
季
節
に
な
る
と
花
火
い
。

に
よ
る
事
故
が
多
発
す
る
。
長
し
い
④
鼠
白
強
い
と
き
は
や
め
る
。

花
火
も
扱
い
方
を
誤
る
と
、
不
幸
な
⑤
大
人
と
一
絡
に
遊
ぷ
。

結
架
空
招
京
{
か
ね
な
い
。
⑤
吹
支
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
館

花
火
で
選
ぶ
と
き
ほ
、
く
れ
ぐ
れ
物
花
火
は
、
火
が
消
支
で
も
衝
を
の

も

注

潔

し

よ

う

。

ぞ

か

な

い

。

③
遊
ぶ
と
き
り
注
意
⑦
花
火
句
ポ
ケ
ッ
ト
に
ス
れ
て
或

①
液
ぶ
と
き
に
必
ず
武
念
品
市
緩
ず
る
ば
な
い
。

ζ
と。

φ
た
〈
さ
え
の
花
火
に
一
理
L火
b
t

mw
花
火
に
書
い
て
あ
る
使
い
方
を
よ
つ
け
る
C
と
は
危
険
。

44 

( 

50 51 

仁 〉内は、昭和5()年をぬOとした場合自上昇認。 ζの一人当

別立、診瞭費用を各年度における年潤平均被探険者数で謝った

もわ。 一担当課簡年金欝←一

40，∞。

8守2弱
午後7時30分~9時

-打上げ花火201田芳吾

-スター『インコン'ク-Jレ
胴戒中孔鑑、大菊花の競演

・仕掛花火、ナイヤガラの

湾

恭大志連騎打ち上げ

。埼玉王子事告会終瀦パレード

き

ろ
容

同
」

向

。

腕組相談!式市役所}畿の11懇の怨ロマ行っています



普遂のふとんは!'l!

ごみ収集の聖書、 1 

枚分を二回に分け

て出して下さい。

銭感表示区域に新築改築される方

。申書曹盤拡市箆諜管玉里障に尽窓してあるa

。申請著書〈住居番号付番申諮番〉を市民諜窓

口に提出する，

G住居番号は F住所j と名のつ〈すべてのも

のに使潟される大切なもの.

湯得手しいζ とは、市民課〈質審議2号一1111

内融229)へお問い合わせを。
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①
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。
②
部
門
む
と
に
は
が
き
一
円
V
締
め
切
D

9
丹
田
日
〈
火
〉
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〉
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i:?セミのぬけがらを履けて
特日握霊の会場に地闘を展示する。乙の地ll<I

に、平抵のセミのぬけがらをはりつけ、どの

地区にどんな種類が多いか認べていき7ぞといと

思う。由けがらを見つけた人は、見つけた場

所と名前を書いたメモと一緒にポ1)袋に入れ

博物愛官¢受け吋けに属けていただ君たい。あ

なたの名前と一報に地図に展示する。

特別展街の生きものたち一一
・とき 7Jl 22 日~8 月30 臼

-とζろ特別麗示室〈入場無軒〉

記念講演会
-と き 8Jl58 (火コ午後2時から
・ところ博物館講堂

議部毎，a融経民〈山階鳥類研究所費
料室長) r衝の自然と私たちJ

夏休みの利用時間~一一「

期間 7月22尽く火)- 8 H30 (こり
。段位一度、番考室、学習筈

火~金曜包 9時-17時5口分
土、臼曜日 9時-1開寺50分
。ζ ども笠火~日曜日 9時-16時50分

川川川'"打川川"

カか当わうその畠かんぽう

とのつぎなあに

おなかがずいたよ

いや、いや、いやのいやf
ぷたさんおでかけ

はるをみつけた

かいぶつねんどっζ

なきむし三三にんぐみ

きrYタさんはおおいそがし
み吉むけホイ ひだ白むけホイ

アカネちゃんとマコトちゃん

かたつむりのYムYム
トムとジムのあかいはね

おねえさんはしゃしようさん

ハナブラ子さんとかるたかい

むめんねぷくぷく

1;>めのてもしー

りんむがドス y 

コアジサシ白おやζ

ふるやのもり

たなはたも自がたり

お方、コさんと金田〈つ

とども白書らいな大おとζ

かしのきホテル

どうしてζ いのぼりあげるの

おつきさまとうさぎ

さっちゃんのカーホ」ション

はぶらしシコシュシュ y

おともだちいっぱい

たなばたのおはなし

せみがおとなになるとき

あさがおアパート

おたまじゃくしの101ちゃん
かめ吉んのふゆむもb
あおむしだれのこ

晶けりのぼうん

安夏休み島菌研究相談会

理軒、社会白自由研究について、進め方、

まとめ方、標本の間定などの相談をお受けす

る。委参加は自由。

・7月258(金コ 10時-16時
・8月21臼〈木) 1任時-16時
合博物輯浅鶴町12-41懇話31一割15

会フェスティバ)~ひらつか

ーなんマもかん守もやってみようー

-青年の企画、逮告書で、家族対象に竹トYボ

をつくる。

・ーや者に手伝って〈れる青年を募集中/

・とき 8月24日 (8) 9時-15時
-ところ 務璃事平

安休館日 毎週月曜日

同膏少母虫館寝室諮 32-7029 

市内には多くの右イムがあるが、昨年に引き

続いて道祖神と庚申塔について、所在怒れ年

代、大きさなどを調べる。

島 8月2日〈土〉 午佳1時30分打ち合わせ
・8月3臼-8日調査(1日〉
. 8月9日仁土〉 午前10時からまとめ。
申し込み 7月24臼までに往復はがきで博
物館へ。定員小学校5年生以上20人。

会プラネタリウム はるかなる宇宙
回ゆ訟で投影を希望される場合は、水 木

土曜日の午前10時7うもの投影。観覧受け付け
は、希望呂白1週間前まで先着願。回体とし
て扱う人数は20人以上。電話で申し込みのう
え、希望日の前日までに輯金を支払う。

苦々…冊投影万て・木午揖2時 (1@})、土曜

日午控1時40分、 3時 (2回〉、日曜日午
前問時30分、午桂1時3口分 (2回〉

すみんなで競べよう平壌のセミ

~~-、調査協力者の事曜日~~

身近な生物の一つであるセミは、地墳によ

って住んでいる種類が違うようだ。ぬけがら

を集めて、平援市内のセミの分布を謂べよう

・8月 2臼く土) lC時~打ち合わせ
• 8月 38~22日各自っとまうのよい日に二尽
関野外調査

• 8月23日 C土) 1日時~ まとめ
・申し込み 7月紅白までに往復はがきで博
物館へ。ただし、 4年生以下は父兄が苧伝
って〈ださる方。

本一時進分類法にしたがっており、たとえば

「教育」に観ずる本をみたい場合、 370-379
的所在みれば図書館にどのようなものがある

かすぐわかる。そして、そ¢分類番号績に本

も書艇に主主べてある。

害名、著者名、分類とそれぞれのB録をつ
かうCとにより、より一揖E草書館をと苧に利
用するととができる。わからない点があった

ら、カヲY主ーの職員におたずね者。そして

関欝館自主を生活の中により身近にとり入れ

てほしい。

合体輯臼 月曜、毎月月末、祝日

食図饗E官干254浅間町12-41電話31-0415

会援を見る会
夏休み期間中、毎週土橿日に関〈。害加は

自由なので、都合のよい日にな夢加者。

-日時 7月26日、 8月 28、 9目、 16臼
23白、 30臼¢午後7時から8時まで。

i:?11l然観察入門講座干潟の生物
干潟白どろ白中にすむカニやゴカイ、それ

をえさにするチド1)、シギ、サギなどの水鳥

について調べる。 8Jl27-29呂、相模111.
・申し込み 8月15日までに往復はがきで博
物館へ。ただし、小苧枝5年以上初人。

女1::i仏を調べよう 協力員募集

;jRiiiE 
jiji!jiiJii静香
;ii出品副;ji;ji
j喜;;jijijijjii jj!?i;;j 
i;ii市idiiifiiii 

*峡萄会
。7月20日 (8) 10時、 14時
。興はつらいよ、寅次郎と殿樟 1時間30分
。B月10日仁臼) 10持、 14時
・アメ』カングラフィティ 1時間50分

*こども映i!i会
句 8月 3日(日) 1α帯、 14時
。ゆかいなアシカ騒動 1時間15分

公参考窓・学醤窓の利用
夏休みの期間中 r7月15臼(火)-9月 6
日仁土)J、 3島聖書三号室、学習室の良好な環
境を維持するζ とを目的に、昨年にひき続き

今年も指定庸制を採用する。したがって定散

以上自利用者自入室はできないのでむ了承

在。 座席数は、婁考主主28席、学習室116席。

食カード目録の使い方
図書館にどのような本があるのか、またそ

れがどとに記架されているのかなど、図書館

の本をさがすには力」付図録音弓附ばすく、に

わかる。それには3つの方法がある。

まず本の書名がわかっている時には、署名

目録を弓1<。次に:;$:を書いた人かむかってい
る場合には、著者名目録ともに 2踏に鐙いて
あD、カ fとは五十音}績にならんでいる。
また、本の内容~Uに調べたいときは、 3 暗
にある分類自録者利用する。 ζの呂録は、日



寺主犠を持番参ずる。

7月17日大野公民館
7月24日神限公民館
8J'l7日土居公民館
8月11臼保健センタ}
8J'l11日 構内団地策金所

一一~保健所だよりー~
φ平車保韓所〈費量話32-{)130)
母子暗闇手繰をお持ちください.

翻対象 54年 1月 1a~31 自主主
麹受付午按 1時~2時

密会場部鍵セジタ}

置富日寝 7月17日
重量持書するもの 母子健康手娘、軍

記帰属

蕗対象 1歳 6か月を迎えた幼児
蕗受吋守控1時 -2時
重量会場保健センタ w

霊童持揮するもの 母子健鹿苧様、筆

記用具、母子健康手限期IfIlJ

豊富田担

7月22臼 54年 1;121 日 ~31日生
8月 5fl 54年 2 月 1 日 ~15日生

あとうふ〈はる F 

F可藤福治ちゃん ζ
合住所平塩市四之宮1060 小島
西活にお勤めの関連要iE輯吉ん (24
歳〉と費枝子さん (27歳〉の長努
混在87)>月で、体重9河、身長70
畑、民年11月13日生まれ。
精米所にくるお客さまにいつも

あいきょうをふDまいている福治
ちゃん、重量そうに掲〈お母さんよ

lJ大き〈見えるほどジャンボな赤

ちゃんだ。先日、おばちゃんから

ボーナスをもらい大喜ぴの福ちゃ

ん、何を買うのかな?

予防接種の蒋濁
午後1時半から3時三1:<:;。※印の
畠揚地主午後2時から3時まで。
ぃ~、日ーへ、~W_

予罪者接種会場の変獲
保健セ2イ主-iJ'完成したので、
予防接種会場がかわりました。松

原、須賀、花水、八幡、崇曹、欝

士見地区の方は、揮健センターか

市民センタ」で受けてくだ吉い。

豊富聾I期 4 ・3跨受ける
・対象 2歳~24カ明〉から 4歳 (48
か月〉までの幼児。なお、接種間隔

は 2[8]3回とも Hll聞から8週間。
綴館2期 1回受ける
，対象第1拐の3自]白が終わって

から1母以上 1年 6か月以内白期間
に受ける。なお、第l期は早めに受
けて、第2期もなるべく 4綾までに
終了するようにしていただきたい。

7 J'l30日 中原公民館金呂公箆館
民岡崎公民鰭

~ 31日神a公民館国金田公民
錯出城島公民館

8月 1日深健センター

薬剤費主布の

E神田地区}
7月16日αo 田村第2自治会
7月17臼仁木〉 岡村第3自治会
7月18日〈金〉 原村第4自治会
7 A19臼〈土〉 田村第5・田村田地自柏会
7月21日仁丹〉 閏村第6自治会
7月22日('̂ )23臼〈刀O 大神自治会
E構内地底1
7月24臼じね 25日 C金〉
E城島地震1
7 }'-:i28日仁丹〉
7 Jj29日('̂ )
71130日 Eガ()
E岡崎地区1
7月31臼〈木〉
8月 1臼く金〉
8月 2日 E土〉

8月4臼仁月〉

豊富時間午後 1 時~2時

麹会場平担保健所

[3か月児{健診}
8 月 1 日 55年 4 月 1 日 ~10a生

8 J1 8臼 55年 4 月 11日 ~20日生

8月15臼 55年 4 月21 日 ~30日生

[3歳児縫診}
8月 7日 52年 6 月 1 日~1O日生

8月21臼 52年 6 月 11 日 ~20日生

8 月 28 日 52年 6 月21日 ~30B生

満
杯
の
休
日
急
由
抑
制
診
療
所

〈

戸、

満 1歳までの赤ちゃんならどなた
でも受けられる。栄養、生活指導、

発育等育児に調ずるいろいろな問題

を、お母さんと一時に考える。時間

は 9時3C分から1α時30分、母子健鹿

8月8臼
7月18日
8月15日

書留時間午撞 1 時半~4時

綴持霊参するもの 母子短置手帳、ス

ラックス、テキスト

日程

欝尽程

妊娠 5~7 iJ>月の方

妊張87)>月以上の方

号室認

他の地区は次号でお知らせする。。印の会場では、

循環器検診と貧血検査を行い、必要のある方には医師

の聴打診。診癖時間は、 13時半~15持。なお、⑨印の

会湯では、綴潔器検診、熱血検血の他に食生活改善グ

ノレーブ平塩ママの会による高血圧の食事講密会も行っ

ている。

横内自治会

大島・大民団地自治会

ノ'J，:鍋高下島第2団地自治会
城所・下島・下島第H沼地自治虫

日j北・矢崎自治会

大畑自治会

丸島自治会

西海地・入山瀬 市営岡崎住宅・上

の入自治会

8月 6日〈オ() 7 B 仁木〉 ふ己み野自治会
8月 8fJ (金コ ふじみ野・王郷住包治会
E磐田地震]

8月 98(土ニコ
8月11臼 Ull
8月12臼〈火〉
8月13日 Cオて〉
E金田地区2
8月158(金〉
B月16日〈土〉

i"l町・本宿Eヨ治会
平等寺・室電子輔・打閤木・ノト鎖自治合

豊中自治会

営下自治会

以下次号で

長持町内会

長瀬町内金

合Iiit:洗剤jの豆知識迂ー構成 合成吉右衛u，立、石油・油精
などを策担とした、合成された界蔚活性剤を主成分と

して、 ζれに各種の助剤〈ピノレダ-)を加えて作った

もの。

s 

販商品怠豚肉、ハム金品

割引平常E語頁小舟髄格自

1∞!Hこっき20P主置。
〈ただし、-自蹄翻品者徐<)

賂い合わせ告訴行在住ji，主E沼諜

〈鍵鶴窃十 1111内鶴お4)

第七第3

員

来年3月に開く市民合唱祭

に参加する間体を募集して

いる。参加資格は、市内で活

動しているアマチュアのコー

ラλグループ

。草書評麗B 66年 3月 S臼 E日〉

0盛場市民セジタ}ホーノレ

。申し込み 8月来日までに市民セ

ジ占}零時間結へ (32-2235)
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じ

七
月
十
一

aか
ら
十
八
日
ま
で
、

市
町
村
援
奥
多
己
的
予
約
申
し
込

み
砂
受
け
付
け
中
。

ζ
m
w
ジ
ャ
ン
ボ
等
ぺ
C
D
発
描
四
予

定
額
は
、
一
一
一
百
績
向
。
構
金
は
一
等

一
一
一
千
万
丹
、
一
一
帯
一
千
万
円
、
一
一
一
等

玄
室
万
m
m
逐
一
白
革
、
凶
等
吉
方
向
が

一
一
一
平
本
。
ζ
由
収
益
金
は
、
撃
か
な

容
ま
い
地
噛
社
会
〆
、
一
D
に
役
立

て
ら
れ
る
。

マ
申
し
込
み
往
復
は
が
き
白
費
厳

に
、
申
レ
込
発
、
申
し
る
卓
八
四

師
明
日
現
費
市
、
住
所
、
民
多
苦
手
人
し

横
に
「
母
ヰ
く
己
」
と
一
容
色
で
欝
吾
開
問

委
お
む
台
議
題
に
は
「
サ
マ
ー
ジ

ヤ
ジ
ボ
」
と
曹
〈
。

ム
T
問
東
京
中
央
郵
便
声
明
弱
援
、
第

弱
業
銀
包
且
〈
む
部

無
料
法
律
綴
談
勾

松
原
公
民
館
予
ほ
、
毎
月
第
一
一
一
日

輔
自
に
無
輯
法
揮
相
談
竜
行
っ
て
い

る
。
相
談
百
聞
は
井
議
士
費
原
眼
光
さ

ん
。
七
月
は
一
一
十
臼
a
相
談
を
希
望

者
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
電
話
n

i
六
一
八
六
で
お
申
L
込
ぷ
を
。

る
国
酷
コ
ン
テ
ナ
者
。

・
欄
間
関
留
官
制
警
珂
セ
y
b
m
y
!
?
(
篭
語

お
1
0一
五
八
六
)
、
相
撲
質
物
駅
(
電

話
m
j
O
五
八
七
〉

制
訓
練
生
の
募
集

藤
町
出
荷
等
職
業
副
別
府
間
校
で
は
、
五

十
五
房
度
後
期
訓
鰭
生
の
募
集
を
し

て
い
る
。

マ
葬
祭
秘
呂
写
真
植
字
斜
羽
入

門
半
年
〉
、
経
連
掛
!
胡
人
(
一
年
)

マ
募
集
期
間
同

7
月
2
臼
1
9
R
I

日
午
時
円
札
時
ま
で
。

マ
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
藤
沢

高
等
警
部
酬
襲
ハ
藤
沢
市
川
名
一
一

九
O
!
こ
電
話
。
問
中
ハ
六
1
お
j
一
一

回
一
一
五
〉
か
最
寄
り
白
険
業
安
堤
所

へ。

平
揮
割
工
会
議
所
で
は
、
ニ
絞
…
簿

部
議
墜
を
関
〈
ζ
と
に
な
っ
た
。

マ
自
時

7
月
お
日
か
ら
孔
月
沼
田

ま
で
の
一
一
一
土
台
問
、
午
後
六
時
か

ら
八
時
ま
で
。

マ
場
訴
高
円
一
ム
会
議
所
館
二
会
議
窓

マ
受
講
料
一
万
九
千
円

マ
申
ん
込
4

7
月
げ
臼
ま
で
に
受

講
棋
を
添
え
で
鵠
ヱ
虫
議
所
(
鷺
話

幻
二
五
一
O
〉
へ
申
し
込
み
を
g

弱
視
由
子
供
た
ち
白
た
拍

γ卓
会

吉
の
草
作
灼
空
し
で
い
る
グ
ル
ー
プ

が
、
お
姦
著
書
し
て
い
る
。
宇

や
踏
を
欝
く
こ
と
が
好
告
な
方
、
ぜ

ひ
お
申
し
出
を
。

V
講
習
日
時

7
向
弱
音
〈
火
〉
、

8
月
5
日
(
冬
、
ロ
臼
〈
火
)
の

一
一
一
日
間
午
前
却
時
部
分

ιロ
時
ま
で

マ
場
所
領
祉
合
総

マ
持
参
す
る
も
の
輩
記
隠
滅

マ
問
い
合
わ
せ
揺
社
会
館
内
部
閉

〈
穏
謡
お
j
一
一
一
一
一
一
ニ
一
一
一
〉
ま
で

信
用
体
育
幅
制
談
変
動
く
一

乳
幼
氾
の
保
育
に
つ
い
て
む
相
銭

安
を
跨
〈
。
乳
幼
児
の
と
と
な
ら
な

ん
で
も
お
気
較
に
む
相
談
告
。

マ
相
翫
臼
毎
週
木
彊
日
午
棲
1
時

か
争
b
時
ま
で
。

マ
場
所
平
車
保
腎
閣
(
宮
の
前
4

番
問
叫
号
湖
南
福
祉
セ
ン
虫
i
)

な
お
、
相
訣
ナ
る
湯
合
は
、
前
も

っ
て
日
時
等
に
つ
い
て
連
絡
を
。

連
絡
先
〈
幻
j
O
一
一
一
一
七
〉

御
一
昨
出
品
笠
松
依
“

子
供
の
と
と
で
楢
ん
で
お
ら
れ
る

方
の
た
め
に
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

よ
う
、
次
の
と
お
b
巡
回
相
談
伊
関

く
の
で
な
一
刻
隔
を
。

マ
と
き

7
月
n
B
(
水
)
午
前
初

時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
。

門vと
こ
ろ
旭
公
民
館

マ
相
談
内
容
し
つ
け
、
お
ね
じ
よ

掴
し
ゃ
ぶ
白
、
ど
も
り
な
ど
、

器購務簡の金大麗

A
M
社
の
人
事
異
動
な
ど
壱
、
間
引
っ

越
し
き
れ
る
み
な
亨
ん
、
近
い
と
ζ

ろ
は
自
動
車
で
、
遠
い
と
ζ
み
は
荷

揖
み
や
紛
失
同
日
な
〈
、
戸
口
か
ら
丑
戸

口
へ
輸
送
日
時
が
は
っ
吉
D
し
て
い

A
鍵
綴
韓
V

平
塩
両
開
ヱ
奈
議
所
で
は
、
巡
呂
無

制
肘
法
揮
拍
相
輯
笠
開
く
。
む
利
用
を
。

マ
日
時

7
月
刊
山
首
ハ
金
)
午
後
1

時
鉛
分
か
ら
4
時
ま
で
。

マ
場
世
間
金
言
公
民
館

マ
一
椙
談
宙
開
石
井
幹
夫
弁
護
士

手
話
繁
期
間
金
一

国
料
肴
テ
レ
ピ
由
す
み
に
J
I
T

で
な

に
が
し
て
い
る
厨
函
が
と
韮
芦
暑
で

て
い
る
。
こ
れ
は
、
耳
の
与
さ
乙
え
一
な

い
人
の
た
め
に
手
議
予
解
釈
与
し
い

る
わ
け
。

A

守
一
年
も
次
の
と
お
わ
初
心
者
の
手

話
講
習
金
控
醐
聞
く
由
で
、
耳
但
不
自

犬@
県重詰駒保護セン』ーでは、捨て犬、捨て猫

による野犬、野猪自増加と、犬重曹による危曹

を紡ぐため、今月も'(J(の日程でいらな〈なっ

た犬、強の巡回収容を行う。

当日、犬を出される;別立「即日かんJ r犬由
続本LJ r投射高察J r愛犬宇様Jを持参のう
え会場へお出カ〉けをじなお、収容阜の停留時

間は、10分間なむでお間違い白ないように。ま
た、猫は聴袋il'ダンポ}ル箱に入れていただ
昔たいe

由
な
人
た
ち
と
話
し
合
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
の
で
、
ザ
び
害
加
し
て
い

た
#
査
定
い
。

マ間刑判口

8
舟
4
日、

7
回
、
江
区

日
比
呂
、
叩
山
白
、
幻
百
、
お
日
、
お
臼

9
月
1
日、

4
日
午
前
却
時
i
n
時

マ
場
競
福
祉
会
館
老
人
訴
修
室

マ
申
L
込
み
市
梅
枝
謀
更
佐
世
間
社

時
(
犠
語
幻
一
一
一
一
)
へ
。

間
的
和
五
十
五
年
度
住
宅
金
融
公
庫

の
第
一
一
回
受
け
付
け
に
先
立
ち
、
住

宅
金
融
公
薗
融
資
説
明
会
を
国
側
〈
。

マ
日
時

7
月
刊
出
自
(
土
〉
午
捷
二

時
i
)
一
一
時
一
一
一
十
分
ま
で
。

マ
会
場
横
浜
蝦
行
事
揖
支
居
三
窮

余
議
室ナ

イ
ト
ハ
イ
ウ
お

今
年
も
育
長
会
主
催
に
よ
る
ナ
イ

ト
ハ
イ
ク
炉
実
施
害
れ
る
。
体
力
に

自
窓
白
あ
る
人
は
害
加
を
。

マ
鏡
台

7
月
四
百
〈
土
〉
午
按
六

時
一
一
一
十
分
平
場
青
少
年
会
館
前

マ
コ
ー
ス
青
少
年
会
館
〈
夫
総
山

門v
到
着

7
月
初
日
〈
日
〉
午
前
七

時
大
雄
山
着
、
質
的
D
パ
ス
で
帰
路

マ
申
し
込
ふ
第
八
回
車
問
柔
会
ナ
イ

ト
ハ
イ
ク
実
存
重
員
会
母
国
孝
一

〈
龍
議
幻
i
O
一
回
O
〉
へ
。

先
着
盲
人
a
小
学
生
な
父
兄
筒
伴

明治初年ごろの平理海岸のスケッチ 一一>12<
岸地主主の関発

平塚宿の宿埠の南担目立、海辺に な免侯と、砂地特有白地湿の早期

烹るまで私有松林となっていた。: 高昇など白自黙に恵まれて、早出

また、平器新摺から津信にヵ、げて ! しのさつまいもや野菜の栽培は、
の南倒沼b丘気邸主、東方から新宿・ ! と白地区から努費、馬入、大野地
入金ー訳岳の諸官有林、私有林、 ! 区広砂丘地に普及していった。

東情オ〈咽西清水i宮脅林があり、ひ j 少活字のζ ろ、 ζ この海でオ哨くを

と続きの大松林となっていた。 醤うため度々ζζをi車った。議自

ιの地に、古代・中tltの乙ろか [ 間関jは、防風、防砂、乾燥よけの
ら人が住んでいたζ とは、諦歯時 i ために輯吉れた松の木に固まれた

女自になっていて、畑のナスはしお

れ、取v措しむカボチャやスイカ
メロYなどが所々にζ ろがってい

た。 ζれらむ押物は、地方ではζ

れからというのに、 ζ の地では収

益を上げ終えていた白である。

桃は「天揮挑Jといって、実の

躍は桃太郎の旗印の棋にそっく b

で、熟すと輯のまわ告が真赤にな

って、蓋しかった。

住宅として見逃せないのは、京

事実方部に本宅を持。人自期i容であ

る。気候むよいζ とから本唱を事

した人もいた。それらの中には、

車瞳軍務大窪や御掛嵐長在勤めた岩

村湧俊、 rsの出島J r童道高j
など自警作で朗惜の文寝苦賑わし

た村井滋斉、駿軍大将野樟道重量な

どがいた。

〈文章鰻臼井事〉誠詣たず相f立鶏史

事覇吉九鱗tへて31ー税関〉

一号 7J ト
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源頼朝は萎政子の安穫をと祈って神

高を獄己ておb、また、十軒;授の

地名や見村山からの古銭の出1こな

どにより知るζ とができる。しか

し、葉線道古司む方へ啓されると、

住民はお震を翠じて新しい道町万

に移ったため、との接、久しい閣

だれも住んでいなかった。

再び人fil住みはじめたのは慶応

3年(1867)、農家の子弟10名が

誤信松林の酋続きに分家して属製轄

に従事したときからである。

との勉炉、早出しの「さつまい

もjや野菜・挑むE聖地として、ま
た、探接地・住宅織として脚光を

浴びたのは明治耳障 (1887)に平

車博車場fi'~書設して1/'らである。

当時は滋緑地からむ輸送力やピユ

」ノレ栽培法が無かったことから、

東京・横揖に;;rい掲の剰と、混媛

二
年
生
芯
な
っ
た
今
交
は
ず
い
分

落
ち
つ
き
、
ク
ラ
ス
の
一
員
と
し

て
他
の
平
供
だ
ち
と
同
じ
よ
ラ
な

行
動
が
と
れ
つ
つ
あ
る
と
い
っ
た

状
態
で
す
e

3

C

の
よ
う
に
、
瓦
君
は
幼
稚
闘

日
学
校
牛
活
を
混
じ
て
、
一
一
厚
あ

l
i

ーζ

ま
D
玄
予
想
以
上
に
成
長
し
ま
し

た
。
そ
の
徐
に
は
、
再
調
Fhι

は
じ

め
幼
税
関
学
校
そ
り
他
泊
先
生

小
学
校
一
一
年
空
白
E
者
は
、
自
方
自
潔
解
と
努
力
が
あ
b
ま
し

開
問
的
傾
向
を
も
っ
た
平
氏
と
し
て
た
。
し
か
し
、

E
君
に
と
っ
て
…

幼
稚
闘
に
上
が
る
問
、
か
h

担
当
荒
川
に
番
目
教
育
者
は
ク
一
フ
ス
の
衣
護
九

通
っ
て
い
ま
す
。
摺
初
の
聞
に
は
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
対
一
で
指

ほ
と
ん
ど
ζ
と
ば
が
出
ず
、
呂
が
帯
主
て
も
全
く
吋
耳
に
入
ら
な
か
っ

合
わ
ず
、
治
療
者
自
働
き
か
け
に
た
幼
桂
幽
矧
時
代
、
友
遣
の
行
動
を

も
金
三
反
応
一
が
あ
h
u
ま
せ
ん
で
し
見
る
と
も
な
王
見
で
襲
回
生
活
の

た
が
、
居
間
近
で
は
街
単
な
義
務
ん
i
ル
を
党
支
、
夫
尋
人
智
円
か

で
き
、
拍
蹴
者
と
か
か
わ
白
人
口
い
け
ら
れ
る
乙
と
の
く
り
返
し
の
中

を
も
っ
て
一
絡
に
選
ぶ
一
三
二
一
Z

筆
で
、
己
と
は
も
感
情
も

ζ
と
か
一
苦
言
喜
一
フ
に
死
/
一
可
円
霊
じ
て
き
ま
し
た
。

苦
ま
し
た
。
一
方
、
拷
琵

j
f時
五
票
社
会
人
と
し

幼
稚
閣
で
は
、
全
く
繁
一
一
匹
一
ピ
得
て
一
人
前
に
な
る
ま
で

切
符
動
が
と
れ
な
い
た
戸
と

7
3
吋

J
ず
に
は
、
大
き
な
醒
伊
い

め
に
お
母
さ
ん
白
っ
き
務
『

A
J
Fレ
く
つ
も
特
を
つ
け
て
い

添
い
甘
鴎
善
事
め

Z
1
3
3
2
る
ζ
と
モ
し
ょ
志
向
折
、

ま
し
た
が
、
革
関
す
る
関
に
は
集
ζ
う
い
う
字
供
た
ち
を
社
会
に
適

回
生
活
に
慣
れ
、
学
校
長
需
は
つ
応
で
き
る
£
ラ
に
押
ば
し
?
い
く

き
時
い
な
し
支
始
め
ま
し
だ
入
た
ぬ
L
は
、
周
診
白
人
々
が
麗
酔

準
当
時
、
教
室
の
中
を
5
ろ
う
る
を
も
っ
て
彼
ypL接
レ
¥
社
A

出会

し
た
り
、
教
宗
が
ら
と
び
出
し
た
体
で
ζ
白
子
た
ち
を
伸
ば
し
て
い

り
、
奇
声
を
あ
げ
た
の
と
い
っ
た
く
と
い
っ
た
背
正
方
が
大
切
だ
と

具
合
に
、
担
討
の
先
生
を
濁
ら
せ
鞘
蕗
ず
み
ζ
白
良
で
す
。

る
こ
と
も
し
ば
L
ば
で
し
た
が
、

く〉巡回日程7月16日仁;1()1α務"-15時 日産車体
/7 Rl7日じ幻 9時~12時平塩工業高校・ 13

時~15時 農協教育センター・古河特殊金属工業

/7  R24日仁木) 1関手~15時長崎屋平壇底/7

月26 日〈二日 1由時~15時東中原住宅集会場前ー

中耳むj、学祝/8Jl 3 f1 ( E1) 10時~12時諏訪神
杖・ 13時-15時松原公E議官/8月 7S (京)10
時'~15時 県合同庁舎/8月118C月)1窃美子-15
時三共平塚ヱヨ語

一一一ハど協力晶哲がとうござい法

江南高校194本、大東化学49革、白書置すニー潟
甫74束、横揖ゴム平塩製造所615京、八重量樺本舗
32:2位、なでしと抱区自治会96京、富士ji¥地区自治
合71本包

の

は

え

な

霊

で

し

ょ

主

。

敬

と

、

菜

室

一

民

一

館

活

動

に

支

障

が

ま

だ

、

公

民

事

会

場

と

し

て

実

弱
者
お
綴
い
甘
草
2
0

出
て
き
た
た
め
で
す
a
ζ
の
た
め
、
璃
レ
て
い
る
と
ζ
ろ
も
あ
p
ー
ま
す
が

A
著
純
子
さ
ん
V

従
来
、
ハ
ム
民
同
聞
で
実
施
し

τ雲
市
民
自
み
な
さ
ん
に
は
、
非
常
に
む
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
の
便
在
一
考
え
、

，
:
:
一
四
月
に
時
鍵
セ
ン
h

到
し
た
が
、
と
れ
ば
幼
児
を
つ
れ
て
く
不
容
を
感
じ
さ
せ
る
結
果
ど
な
b
ま
や
む
を
え
ず
島
南
し
で
い
る
一
も
自
で

に
議
事
a
p
e
-
が
田
開
設
し
ゃ
れ

6
宅
、
る
市
民
の
み
な
さ
ん
方
の
盛
者
露
一
す
が
、
お
宅
白
地
域
に
つ
い
て
は
、
す
。
今
睦
娠
陣
地
区
に
つ
い
て
は
、

崇
替
、
松
岡
三
窪
、
花
京
、
富
士
に
考
え
一
一
察
施
し
て
書
た
も
の
で
す
。
晴
生
筒
、
設
備
績
と
も
整
備
さ
氏
て
護
当
な
補
助
金
揚
が
あ
っ
た
ら
霊

沼
崎
八
霊
宮
予
防
憲
章
を
し
か
し
、
ハ
凸
開
館
は
予
防
接
種
金
い
る
保
健
セ
ン
タ
ー
を
志
議
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
む

保
憾
セ
ジ
タ
ー
と
市
民
セ
y
b
m
!
の
壌
と

Lτ
、
輯
生
菌
、
金
属
の
設
備
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー
を
補
助
金
揚
と
了
承
く
だ
さ
い
。

こ
か
幅
削
仁

ν手
レ
均
等
が
あ
ま
り
護
当
官
、
な
か
っ
た
ζ
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
幻
ま
し
た

IJゾ学校2年生以上

8 Fl15日

市青ヂ年課育成時

平254平壇市浅構密J9-1

審議23-1111内融505

。費格

。締め切り

。申し込み
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